
膀胱留置用ディスポーザブルカテーテルに関する
安全性情報の提供について

—挿入時の注意点—

現在、年間約1,000万本の膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル（以下、バ
ルーンカテーテル）が使用されております。しかし、毎年1,000件程度の意図し
ない抜去（計画外抜去）が報告されております。

計画外抜去の主な原因として、以下の4つがあげられます。とくに、①と②に
よる計画外抜去が全体のほぼ50%を占めています。

①劣化によるバルーン部分の破損
②バルーン部分やカテーテル部分の破損による固定水の漏れ
③患者さんが無意識に引っ張られたことによる自己抜去
④製品の品質不良

バルーンカテーテルの計画外抜去の事例を少しでも減らすために、資料「膀
胱留置用ディスポーザブルカテーテルの計画外抜去を防ぐために」をご確認
いただきたく、お願い申し上げます。
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お問合せ先

業者名
お問合せ先

部署名 電話番号 FAX番号

クリエートメディック株式会社 薬事法制部 安全管理課 ０４５－９４３－４１８１ ０４５－９４１－１４８４

コロプラスト株式会社 ウロロジー事業部 ０１２０－７７－０４６６ ０３－３６３９－３７５６

澤谷ゴム株式会社 技術管理部 ０８５８－８５－５６５６ ０８５８－８５－３０５６

株式会社ジェイ・エス・エス 安全対策課 ０６－６２２２－３７５５ ０６－６２２２－３７５０

株式会社ジェイ・エム・エス 第一営業部 ０３－６４０４－０６０１ ０３－６４０４－０６１１

株式会社武井医科光器製作所 品質管理部 ０３－３２５５－０７１１ ０３－３２５５－０７１７

株式会社塚田メディカル・リサーチ 安全管理室 ０２６８－７２－５３７０ ０２６８－７２－９７５５

テルモ株式会社 テルモ・コールセンター ０１２０－１２－８１９５

テルモ・ビーエスエヌ株式会社 ０３－３３７４－８６１５ ０３－３３７４－８６５２

テレフレックスメディカルジャパン株式会社 薬事・品質保証部 ０３－３３７９－１５１１ ０３－３３７９－１７５２

東レ・メディカル株式会社 医療用具事業部マーケティング室 ０４７－７００－７５３９ ０４７－７００－７５５９

株式会社トップ 営業本部 ０３－３８８２－７７４１ ０３－３８８２－７７４４

ニプロ株式会社 第一商品開発営業部 ０６－６３７３－０５６３ ０６－６３７３－０５６４

日本コヴィディエン株式会社 安全管理部 ０３－５７１７－１６１３ ０３－５７１７－１６６１

富士システムズ株式会社 安全対策室 ０３－５６８９－１９２１ ０３－５６８９－１９３４

株式会社ホギメディカル 市販後調査部 ０１２０－８５－８１２０ ０３－６２２９－１３４７

株式会社メディコン メディカルケア ブラキ事業部 ０６－６２０３－６５４１ ０６－６２０３－６４４８

株式会社ユーシンメディカル ０３－５８４４－１４１５ ０３－３８１５－５７８２

ユニチカ株式会社 メディカル事業部 ０３－３２４６－７６７７ ０３－３２４６－７６９２
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【使用不可】

• ワセリン含有軟膏剤

リンデロン軟膏

アズノール軟膏 等

• オリーブ油等

【使用可】

• 水溶性の潤滑剤

劣化によって破損した
バルーン部分

バルーン
部分

バルーンカテーテル

バルーンカテーテル挿入時の注意点①

ラテックス製のバルーンカテーテルを挿入する際は、

水溶性の潤滑剤を使用してください。

 ワセリン等を含んだ軟膏剤やオリーブ油等の油脂がバ

ルーン部分に付着すると、ラテックスが劣化して、バルーン
部分が破損するおそれがあります。

バルーンカテーテル挿入前の処置（膀胱鏡検査等）で、軟
膏剤や油脂等を使用した場合、尿道に残った薬剤や油脂
がバルーンカテーテルに付着し、これによってバルーン部
分が破損するおそれがあります。

膀胱留置用ディスポーザブルカテーテル

（バルーンカテーテル）の計画外抜去を防ぐために
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鑷子や鉗子でバルーンカテーテルを把持して挿入すると、バルーン部分を含む
バルーンカテーテルに傷が付き、固定水が漏れるおそれがあります。

バルーンカテーテル挿入時の注意点②

【誤った方法】

鑷子や鉗子で把持して挿入

＊キット製品の鑷子は、尿道口の消毒時、綿球を把持するためのものです。

滅菌手袋を装着して、手で挿入

【正しい方法】

バルーンカテーテルは、必ず手で挿入してください。

鑷子(セッシ)や鉗子(カンシ)を使用しないでください。
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